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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 9,585 △5.6 1,557 3.4 2,357 77.6 1,555 89.6

2021年３月期第３四半期 10,152 △4.5 1,506 69.0 1,327 28.3 820 43.2
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 1,729百万円( 145.7％) 2021年３月期第３四半期 703百万円( 138.5％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 100.40 －

2021年３月期第３四半期 52.95 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 61,365 47,022 76.6

2021年３月期 59,903 45,758 76.4
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 47,022百万円 2021年３月期 45,758百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期(予想) 30.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,863 0.4 1,769 42.8 2,057 60.0 1,226 126.4 79.12
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 16,579,060株 2021年３月期 16,579,060株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 1,081,540株 2021年３月期 1,081,540株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 15,497,520株 2021年３月期３Ｑ 15,497,520株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいております。実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想に関する事項については、添付資料の３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、内閣府の月例経済報告によりますと、「景気は、新型コロナ

ウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和される中で、このところ持ち直しの動きがみられる。」とされてお

り、先行きについては、経済社会活動が正常化に向かう中で、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、景気が

持ち直していくことが期待されます。ただし、供給面での制約や原材料価格の動向による下振れリスクに十分注意

する必要があります。また、変異株をはじめ感染症による内外経済への影響や金融資本市場の変動等の影響を注視

する必要があります。

(寝具・リビング用品事業)

当第３四半期連結累計期間の状況といたしましては、前年同四半期と比べ減収・増益となりました。

減収の主な要因は、ダイレクトセールス部門において営業活動の効率化等の施策の効果が現れ増収となった一方

で、それ以外の販売チャネルにおいては新型コロナウイルス感染症の影響により経済活動の停滞が長期化し、需要

の落ち込みがみられるためであります。

増益の主な要因は、生産活動等の継続的なコスト削減活動に努めた結果、利益率が改善したためであります。

(不動産賃貸事業)

当第３四半期連結累計期間の状況といたしましては、前年同四半期と比べ減収・減益となりました。

減収の主な要因は、新型コロナウイルスの感染拡大が長期化する状況下において、主要物件である西新宿パーク

ウェストビル・丸八青山ビル・丸八新横浜ビル・調布建て貸し用ホテルの収益は概ね堅調に推移したものの、一部

で空室による賃料減少が生じたためであります。

減益の主な要因は、設備関係費が前年同四半期を上回ったためであります。

以上の結果、売上高は9,585,045千円と前年同四半期と比べ567,596千円（5.6％）の減収となりました。営業利益

は1,557,607千円と前年同四半期と比べ51,101千円（3.4％）の増益となりました。経常利益は為替差益を538,246千

円計上したこと等により、前年同四半期と比べ1,030,199千円（77.6％）増益の2,357,315千円となりました。親会

社株主に帰属する四半期純利益は1,555,974千円となり、前年同四半期と比べ735,346千円（89.6％）の増益となり

ました。

セグメント毎の状況は以下のとおりであります。

① 寝具・リビング用品事業

当セグメントにおきましては、売上高は8,827,982千円と前年同四半期と比べ558,954千円（6.0％）の減収、セ

グメント利益（営業利益）は1,583,580千円と前年同四半期と比べ120,302千円（8.2％）の増益となりました。

② 不動産賃貸事業

当セグメントにおきましては、売上高は757,062千円と前年同四半期と比べ8,642千円（1.1％）の減収、セグメ

ント利益（営業利益）は378,876千円と前年同四半期と比べ62,878千円（14.2％）の減益となりました。

　



株式会社丸八ホールディングス(3504) 2022年３月期 第３四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して1,461,987千円増加し、61,365,272

千円となりました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により現金及び預金が1,416,769千円

増加したためであります。

負債は、前連結会計年度末と比較して197,594千円増加し、14,342,840千円となりました。これは主に、冬期の出

荷に備えた仕入等により支払手形及び買掛金が313,014千円増加したためであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して1,264,392千円増加し、47,022,431千円となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が1,091,049千円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年８月11日付で公表いたしました「第２四半期連結業績予想

及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」のとおりであります。

なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,157,978 31,574,748

受取手形及び売掛金 5,074,684 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 5,013,415

棚卸資産 1,398,761 1,480,300

その他 287,605 390,086

貸倒引当金 △75,827 △84,625

流動資産合計 36,843,201 38,373,924

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 19,687,947 19,546,571

減価償却累計額 △14,787,666 △14,793,816

建物及び構築物（純額） 4,900,280 4,752,754

機械装置及び運搬具 2,675,066 2,712,950

減価償却累計額 △2,407,014 △2,459,306

機械装置及び運搬具（純額） 268,052 253,643

工具、器具及び備品 675,343 630,845

減価償却累計額 △498,509 △508,378

工具、器具及び備品（純額） 176,834 122,466

土地 12,958,733 12,934,114

建設仮勘定 42,010 65,938

有形固定資産合計 18,345,911 18,128,917

無形固定資産 22,307 18,702

投資その他の資産

投資有価証券 4,201,038 4,372,304

繰延税金資産 272,751 268,467

その他 260,295 243,802

貸倒引当金 △42,221 △40,845

投資その他の資産合計 4,691,864 4,843,728

固定資産合計 23,060,083 22,991,347

資産合計 59,903,285 61,365,272

　



株式会社丸八ホールディングス(3504) 2022年３月期 第３四半期決算短信

5

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 284,769 597,783

1年内返済予定の長期借入金 1,000,000 3,000,000

未払金 509,773 600,287

未払法人税等 405,770 547,508

賞与引当金 171,578 86,042

返品調整引当金 102,795 －

割賦利益繰延 925,240 766,909

その他 943,233 884,258

流動負債合計 4,343,162 6,482,790

固定負債

長期借入金 8,000,000 6,000,000

役員退職慰労引当金 23,982 17,682

退職給付に係る負債 365,944 356,372

長期預り保証金 1,106,087 1,128,416

繰延税金負債 139,315 190,918

その他 166,754 166,661

固定負債合計 9,802,083 7,860,050

負債合計 14,145,245 14,342,840

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 1,427,998 1,427,998

利益剰余金 47,385,911 48,476,961

自己株式 △2,216,142 △2,216,142

株主資本合計 46,697,768 47,788,817

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 168,105 260,463

繰延ヘッジ損益 6,880 156

為替換算調整勘定 △1,114,715 △1,027,006

その他の包括利益累計額合計 △939,729 △766,386

非支配株主持分 0 0

純資産合計 45,758,039 47,022,431

負債純資産合計 59,903,285 61,365,272
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 10,152,642 9,585,045

売上原価 3,504,574 2,918,299

売上総利益 6,648,067 6,666,746

販売費及び一般管理費 5,141,561 5,109,138

営業利益 1,506,505 1,557,607

営業外収益

受取利息 126,166 61,455

受取配当金 11,230 94,441

受取手数料 48,297 51,986

為替差益 － 538,246

その他 31,115 64,029

営業外収益合計 216,810 810,160

営業外費用

支払利息 10,363 10,127

為替差損 384,272 －

その他 1,564 324

営業外費用合計 396,200 10,452

経常利益 1,327,115 2,357,315

特別利益

収用補償金 － 78,575

有形固定資産売却益 2,110 521

ゴルフ会員権売却益 － 3,709

特別利益合計 2,110 82,806

特別損失

減損損失 32,602 3,421

有形固定資産売却損 51 4,545

有形固定資産除却損 994 16,733

特別損失合計 33,648 24,700

税金等調整前四半期純利益 1,295,577 2,415,420

法人税等 474,948 859,446

四半期純利益 820,628 1,555,974

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

0 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 820,628 1,555,974
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 820,628 1,555,974

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,636 92,357

繰延ヘッジ損益 △6,463 △6,723

為替換算調整勘定 △122,001 87,709

その他の包括利益合計 △116,828 173,343

四半期包括利益 703,800 1,729,317

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 703,800 1,729,317

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従

い、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用する方法によっており

ます。

その結果、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金、並びに当第３四半期連結累計期間の損益に与える

影響はありませんでした。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表記して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することとし、「流動負債」に表示していた「返品調整引当金」は、返品資産を「流動資産」の「その他」

に、返金負債を「流動負債」の「その他」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2

項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替を行っておりませ

ん。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定め

る経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を

記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

寝具・リビング
用品事業

不動産賃貸事業

売上高

　外部顧客への売上高 9,386,937 765,705 10,152,642 － 10,152,642

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 181,724 181,724 △181,724 －

計 9,386,937 947,429 10,334,366 △181,724 10,152,642

セグメント利益 1,463,277 441,755 1,905,032 △398,527 1,506,505

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

　 (1) 売上高の調整額△181,724千円は、セグメント間取引消去であります。

　(2) セグメント利益の調整額△398,527千円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　不動産賃貸事業において、一部の固定資産について異なる用途への転用に伴い、当該資産の帳簿価額を回収可

能価額まで減額し32,602千円を減損損失（特別損失）に計上しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

寝具・リビング
用品事業

不動産賃貸事業

売上高

　外部顧客への売上高 8,827,982 757,062 9,585,045 － 9,585,045

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 172,933 172,933 △172,933 －

計 8,827,982 929,995 9,757,978 △172,933 9,585,045

セグメント利益 1,583,580 378,876 1,962,456 △404,848 1,557,607

（注）１．調整額は、以下のとおりであります。

　 (1) 売上高の調整額△172,933千円は、セグメント間取引消去であります。

　(2) セグメント利益の調整額△404,848千円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識

に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

なお、当該変更が事業セグメントの売上及び利益に与える影響はありません。

　


